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要   旨：   主なオリーブ油フェノール化合物の１つヒドロキシチロソール(3,4-DHPEA)

は、in vitroで培地中におけるH2O2蓄積を通じて腫瘍細胞に対して化学予防活性

（抗増殖およびアポトーシス促進）を発揮する。 
しかしﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油中のフェノール組成は複雑で、ヒドロキシチロソール

は他のセコイリドイドと比較して低い濃度で存在する。 
 

この研究で、複雑なﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油フェノール抽出物（イタリアの４栽培種

Nocellara del Belice, Coratina, Ogliarola, Taggiascaから由来）の in vitro化学
予防活性をお互いに比較し、単一のフェノール構成成分の量と関連づけた。 

 
各種ﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油フェノール抽出物の間で大きな化学予防活性がこの順序

で見いだされた：Ogliarola＞Coratina＞Nocellara＞Taggiasca。 
ﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油フェノール抽出物の抗増殖およびアポトーシス促進活性は、

セコイリドイド含量と正の相関をし、フェニルアルコールおよびリグナンの含量

と負の相関をした。 
全ての抽出物は培地中におけるH2O2蓄積を引起したが、この現象はアポトー

シス促進活性の原因ではなかった。 
 
複雑な混合物で試験したときに分離した化合物と比較して、オリーブ油フェノ

ール化合物は強力な化学予防作用を発揮したが、この影響は構成成分の相乗作用

または未確認の抽出物構成成分がが原因であろう。 
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